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日　本　語・　日　本　事　情

浮　田　三　郎

広島大学の東広島への統合移転が完成されようとしている。新キャンパスの装いも、数

年前の自然のすすきの袖から人工的なアスファルトの仕事着に代わりつつある。そうなる

次年度には、 「日本語・日本事情」のカリキュラムや時間割に関連して、教室問題など新た

な問題も絡んでくる。

毎年、 「日本語・日本事情」のカリキュラムについて、如何にあるべきか、どのようにし

たら良くなるかなど、なにがしの議論は行われるが、結局理想的な実践はなかなか出来そ

うにもないということが分かる。

かくして、今年度も迎え、そしてまた反省する時期になった。何故出来そうもないのか

は、以前にもこの報告書で述べているので、詳しくは述べないが、今年度の広島大学在籍

の留学生は、大ざっぱに言って、約60カ国から600人近くに上り、 15学部局15研究科に分か

れて在籍しており、 「あいうえお」の初級から夏目淑石の上級の日本語の授業や宗教、法

律、経済の分野に及ぶ日本事情のクラスまで、限られた兵力で作戦を組まなければならな

いという状況があるからである。

日本語の授業に関しては、後述の表にも見られるように、日本語能力のレベル別を中心

に組み立てるようにしてあるo内容は、重複しないように、各レベルでの横の連絡、上下

のレベルの縦の連絡もできるだけ取るようにしているが、必ずしも留学生各々の必要に応

じられているとは限らない。

また、大学の留学生のための外国語教育としても補習としての日本語教育としても、そ

の性格上上級レベルの日本語の授業が多くなるので、その分上級レベルの日本語教育では、

より体系的な授業の構成が必要でありまた可能ともなる。スタッフとの関係で、できるだ

け体系的なものを目指して、作文・表現法を中心としたもの、講読を中心としたもの、視

聴覚教材を利用したものなど、内容的にも重複しないように心がけてはいるが、なかなか

うまく実践できていないということは、以前にも述べた通りである。

留学生からの要望の声の中に、時々「会話の授業をして欲しい」という声があるが、会

話を中心とした授業が組まれていないからであろうoこの点に関しては、後に掲げる授業

方針の中にも見られるように、授業の中で討論を目指そうとしたものもあるのであるが、

それが充分に達成されていないということであろうか。こんな点も含めて、検討しなけれ

ばならない点は沢山残されている。

日本事情の授業に関しても、大体日本語の上級の授業と同様なことが言えるようである。
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内容的には、日本文学、日本の文芸、日本の経済情勢などを中心とした授業や視聴覚やコ

ンピューターを利用した授業も取り入れている。授業の中ではディスカッションも取り入

れようとしいるものもあるが、これも、上述のように、うまく達成されていない場合もあ

るようである。

なぜであろうか。簡単に答えは出ないであろうが、実際の日本語・日本事情の授業の中

でも「ああそうか」と反省させられる場合に、教師の日本の文化や状況を背景にした酒落

や冗談にほとんど反応がない場合がある。それは、私たちにとっては常識的なことでも、

留学生のほとんどが知らない場合が多いということに気が付かないでいたりするからであ

る。

私がギリシアに留学していた時の経験を思い起こすと、ギリシアでも、友達との会話の

中で冗談や笑い話が分からなかったり、テレビや劇場でのお笑いや酒落が分からなかった

ことがよくあった。一つには、聞き取りや理解力などの語学の能力がそこまで達していな

かったから、もう一つは、本当に常識的なことも含めて、ギリシアの歴史的なことや現代

ギリシアの諸事情に対する知識が乏しかったからである。このような状態では、なかなか

会話も弾まないであろうし、ディスカッションも進まないであろう。

日本での留学生達も、これと同じような体験をしていることであろう。本国で相当日本

に関する研究をしてきたと思われる留学生達でも、日本の事情、日本の文化、あるいは事

象の背景を知らない場合が意外と多いようである。大いに体得し、活発なディスカッショ

ンが出来るようになって欲しいものである。

ところで、 「日本事情」とは何か、またその教育は如何にあるべきか、ここ数年来論議さ

れ研究されている論点であるが、つい先日も、日本語教育学の大学院生と話し合った。そ

こでは、日本文化とはこんなものだとか、日本人とはこんなものだとか、その大勢で簡単

に画一化したり限定できるものではないのではないか、またそのように画一化した形で教

育すべきではないのではないかなどの議論があった。確かに、日本の文化、伝統と言った

ものは、あるようで、しかし、現代の日本の事情を眺めれば、複雑だと言うのである。

丁度、今年度の留学生センター主催の恒例のシンポジュウムでは、 「日本事情」教育のあ

り方やその専門性を探って、早稲田大学の細川英雄先生と国立国語研究所の佐々木倫子先

生の講演を中心に、講演・討論会を開催する予定であり、その成果が大いに期待されると

ころである。

以下に、例年通り今年度の授業内容を記しておこう。
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日本語・日本事情授業科目

授 業 科 目

開 単

位

設 数

学 期 別 週 授 業 時 数

備 考
前 期 後 期 通 年

◎ 日 本 語 初 級 I 1 2 2
広 島 大 学 外 国 人 留

学 生 の た め の 授 業 で

あ る 0

日 本 語 初 級 I か ら

日本 語 初 級 IⅤ ま で は

前 期 又 は後 期 で 受 講 0

た だ し, ◎ 印 の 授 業

は 東 千 田 ,西 条 の 両 地

区 で 開 講 。

◎ 日 本 語 初 級 II 1 2 2

日 本 語 初 級 H I 1 2 2

日 本 語 初 級 IⅤ 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 I 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 II 2 2 2

日 本 語 中 級 H I 2 2 2

日 本 語 中 級 IⅤ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅵ 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 I 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 II 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 H I 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 IⅤ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 上 級 ⅤI 2 2 2

◎ 日 本 事 情 I 2 2 2

日 本 事 情 II 2 2 2

日 本 事 情 H I 2 2 2

日 本 事 情 Ⅳ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅴ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅵ 2 2 2

日 本 .文 化 2 2 2

日 本 語 持 講 15 30
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日本語・日本事情

授 業 科 目 キャンパス 開 設 学 期 担 当 教 官

日本 語初 級 i ・ii ・m 西 条 前期 .後 期 深 見兼 孝 . 中川正 弘 . 今 田滋 子

目標
かな お よび初歩 的 な文 法 , 簡単 な漢 字 の読 み方 を習得 させ る0

内容
初歩 的な文 法事 項の 説明 , 文章 音読 練 習 (文 法 の理 解 を兼 ね る) , 口頭 お よび 筆記 に よる文 型練

習 0

日本語初 級 I ・II 東千 問 前 期 .後 期 内藤祐 子 (非) . 渡部 浩見 (罪 )

目標

日本語 を初 めて学ぶ 学生 に, 発 音 , 文字 , 会 話, 基本 文型 を教 える0

内容

ひ らが な, カタ カナの発 音, 表 記 か ら始 め, 漢字 , 数 量 の表 現, 単純 な構 文 , 初歩 的 な会話 を,

指 定の教 科 書 に添 って学習 .練 習 し, 同 時 に基本文 法 を学 ぶ0 受 講生 の状 況 に応 じて必要 な範 囲

で英語 を媒介 言語 とす る0

日本語 中級 I ・II 西 条 前 期 . 後期 浮 田三 郎 . 下村 真理 子 (非)

目標
初級 クラス で学 習 した基 礎 的な語 桑 . 文型 . 表 現 の定 着 を はか る とと もに, 語桑 力 を高 め, 豊

か な表 現力 を身に付 け させ る0 加 えて種 々 の場面 に応 じた実用 的な 日本語 能力 を習 得 させ る0

内容

短文 を中心 に構 成 され , 会話 を多 く取 り入 れ た教 材 を用 い, 場面 に応 じた適 切 な表現 を学 び な

が ら, 既習 の語 桑 .文 型 . 表 現の応 用練 習 を行 う0 併 せ て新 出の語 嚢 .文 型 . 表現 を口頭 練 習,

書 く練 習 に よって学 習 し, よ り日本 語 らしい表現 の習 得 を 目指 す0

日本語 中級 I ・II 東 千 問 前期 . 後 期 渡部 浩見 (非 ) .水 野 由美 (非)

目標
ご く初歩 の 日本語 を終 えた学生 の 日本 語 の運 用能 力 (聞 く . 話 す . 読 む . 書 く) を高 める0

内容

初級 で学 んだ 日本 語 の基礎 を応 用で きる よ う学 生 が 日本 語 で質 問, 応 用 す る機 会 を多 くつ くる0

更 に少 し複 雑 な表 現, 文 型 にな じむ よ うパ タ ー ン練 習 を繰 り返 し行 い, 基礎 文法 の仕上 げをす る0

授業 は教 科書 に添 って行 わ れ るが , 必 要 に応 じて復 習 と応用練 習 をす る0

日本 語 中級 Ill・IV 西 条 前 期 .後 期 大 槻温 子 (罪 ) . 渡部 浩見 (非 )

目標

中級 I ・IIの学 習 を終 えた学生 を対 象 とし, 主 に読解 力 を身 につ け る ことを目的 とす る。

内容

教科 書 に添 って, 毎 回 ひ とつの テーマ を 中心 に読 解, 文章 表現 の練 習 をす る。 あわせ て, 漢 字,

文 章の 書 き取 り, 短 い作文 の練 習 な ど, 学生 の 日常 生活 に役 立 つ文章 語 の表現 能力 を養 う0

日本語 中級 V - V I 西 条 前 期 . 後期 田村 泰男

目標
中級 Ill ・IV まで に学 習 して きた項 目につ いて確 実 に運 用 で きる よ うにさせ る と ともに, 日本 語

の 「聞 く」 「話 す」「読 む」 「書 く」 の 四技能 をバ ラ ンス よ く身 につ け させ る0

内容
読解 用 の文章 を読 む こ とに よって, 既 習 の文型 . 語 桑 . 表現 を整 理 し, 併 せて新 しい文型 . 語

秦 .表 現 を学習 す る0 その際 , 口頭 練 習で定 着 を はか る とと もに, 書 き言葉 に属 す る言 い回 し,

或 い は文型 を 「書 く」 作業 に よって練 習 し, 文章 レベ ル での理 解 をはか る0 これ らの作 業 の後,

教 材 の内容 理解 を確認 す るた め に練 習 問題 を使 って質 疑応 答 を行 う0
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日本語上級 I
西 条 前期 .後期 -深見兼孝

東千田 前期 .後期

目標

時事日本語の聴解能力養成0 あわせてそれに特有の語桑 .表現を学習する0

内容

A . 時事論評を聞き, その内容を理解する練習を行う0 後にそれを文字化したものを読み, 理解

を補足する0 さらに重要語句の使い方について練習する。

B . ニュースを聞き, i ) その内容を理解する練習を行う (後にそれを文字化したものを読み,

理解をチェックする)o ii) スクリプトの完成を行う0

日本語上級 II
西 条 前期 .後期 l* 川正弘

東千田 前期 .後期

目標

日本語における 「表現」のさまざまな側面を考察することで, 内容や文法のレベルにとどまら

ず, 表現行為や解釈行為まで含めた 「ことば」とはどんなものであるかを理解する0

内容

文章練習とその徹底的な分析を柱 とする。ほぼ毎週短い作文を提出してもらい, これは当然添

削し返却するが, 添削では到底表すことができない日本語という言語の問題, 誤用の分析, また

言葉の 「遊び」などに表れた日本文化, 日本社会の考察を通 して, 外国人の日本語と日本人の日

本語を隔てているものが何であるか検討してゆく0

日本語上級IIl 西 条 前期 .後期 多和田鼻一郎

目標

日本人のものの見方 .考え方について理解を深めるとともに, それを題材とする討論により(日

本語の) 口頭表現能力を高める0

内容

「オモテとウラ」「ウチとソト」「ホンネとタテマエ」などの日本人のものの見方 .考え方, 行

動様式に関して記述された文章を読む0 また, 「文化」をいかに捉え, 理解すべきかについても考

察を加える0

日本語上級IⅤ 西 条 前期 .後期 田村泰男

目標

慣用句を中心とした語桑や上級文法を習得させることによって日本語の読解力 .文章表現力を

養わせる0 併せて言語表現の背後にある日本の文化や社会現象についての知識を身に付けさせる。

内容

主として新聞の「経済」「政治」「社会」「文化」面から, 日本の実社会をはんえいしている題材

や身近な題材をとり, それに漢字の読み書き .慣用句の意味 .文法などを問題として加えて編集

したものをテキストとして用いる0 授業では, まず 「読める」ことを第一とし, 次に個々の文章
の意味が正確に理解できるように語嚢の意味, 表現を整理していく0 これらの作業の後, 題材に

ついての説明を行い, クラスでその内容についての討論を行う0

日本語上級Ⅴ 西 条 前期 .後期 古浦敏生

目標

日本語の読解力を養成しつつ, 伝統的な日本文化に触れてもらう0

内容

ラフカデイオ .ハーン 「雪女」 (大石真訳) などをテキストとし, 日本の昔話の世界を紹介す

る0 難語句の意味を分かりやすく説明し, 言語学的な視点からの注も加え, 精読していく0 必要

に応じて, 英語原文も参照する0
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日本語上級III 東千田 前期 .後期 水野由美

目標
日本事情や文化に対する理解を深める0 又, 文章の論理的構成を把握し, 要約発表する能力を

高めるe

内容
日本事情や文化に関する新聞 .雑誌などの記事を読み, 構成を考え, 要約する0 それを, まず

口頭で発表した後, 要約文を書く0 四コママンガによる作文をおこなうこともある0

日本語上級Ⅵ 西 条 前期 .後期 大槻温子

目標

日本語の総合的能力を高める0

内容
視聴覚教材 (テレビの教養番組 . ドラマやラジオ番組の音声テープとそのスクリプト) を用い,

日本語の自然な会話に触れながら, スクリプ トをもとに語桑 .文法 .構文 . イントネーションな

ど, いろいろな角度から検討 し, 理解を深める0

日本語上級ⅥI 西 条 後期 奥田邦男

目標
日常使用される自然な日本語の聴解能力を高め, さらに社会的コンテクス トで適切に使用でき

る会話能力を高める0
内容 テレビドラマのビデオ教材を中心に, 日本語のあいさつ表現, 慣用表現, 省略表現などの

特質を検討する0 日本語の表現と各自の母語の表現 との類似点 .相違点について話しあう0

日本事情 I 西 条 前期 .後期 浮田三郎

目標
日本の諺を学ぶことにより(時には世界各国の諺との対照比較して), 日本語的な表現, 日本的

な考え方, 日本の文化 .風土などの理解を目指す0

内容
日本の代表的な諺を, 時には世界各国の諺と対照比較しながら, 日本語的な表現, 日本的な考

え方, 日本の文化 .風土などを学習する0 各国の諺がもっているテーマやこそで使用されている
素材を考える0 諺の表現の特徴やおもしろさを考える0 簡単なクイズ形式の設問を用いて考えて

みる機会を与える0 各々の諺について, 留学生達の意見, 対照比較できるような自国の諺や表現

とその考え方を発表してもらい, 意見の交換をする0

日本事情 I 東千田 前期 .後期 西川節行

目標

日本の社会 .文化に対する理解を深める0

内容

日本の社会 .文化を紹介する文章を読み, さまざまな角度から日本を考察する0

日本事情 II 西 条 前期 水町伊佐男

目標
パーソナルコンピューターと日本語ワープロを使い, 日本語の発音 .文字 .表記の問題を中心

に日本語使用について学習する0

内容
パソコンの基本操作を学習したあと, 文字入力と漢字変換の作業をしながら, 清音 .濁音 .辛

濁音 .促音 .投音 .扮音 .直音 .長音 .音訓 .四文字熟語 .同訓異字 .接頭字 . カタカナ表記な

どの問題を考える0 更に, 各自の名刺作り, 年賀状 (暑中見舞い) の作成などにより日本文化を

考える0 また, 授業の感想などをワープロで書いて提出してもらい, レポー ト作成の基礎を学習

する0
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日本事情Hl 西 条 後期 倉地暁美

目標

留学生の異文化理解に不可欠な総合的コミュニケーション能力の促進と視野の拡大を図る0

内容

日本事情の諸問題について演習形式で授業を進める0 又, 受講者は担当者と共にジャーナ)I/の

交換を行い, 日本語の書き言葉による one-t0-0ne com m unication を体験する0

日本事情Ⅳ 西 条 前期 .後期 今石正人

目標

日本映画を通して, 歴史 .社会 .文化 .時代について理解を深める0

内容

「羅生門」「生きる」「東京物語」「砂の女」「心中天網島」「寅次郎夕焼け小焼け」「家族ゲーム」

を鑑賞し, 質疑応答, ディスカッション形式で意見の発表 .交換をする0

日本事情Ⅴ 西 条 前期 .後期 下村真理子

目標

現代日本の社会問題, 時事問題を通して現代社会, 日本人について考える0 あわせて生きた日

本譜運用力を高める0

内容

留学生からの希望テーマも考慮し, 新聞, V T R などを用いて授業を進める0

1. 新聞, 雑誌を用いて, 現代日本の諸問題を討議する0

2 . ドラマを見て, 日本人の生きがい, 心について考え, 作文を書く。

日本語特別講義 西 条 後期
浮田 .多和田 . 中川 .深見 . 田村 .大槻 .

渡部 .下村 .鴨瀬 .縫部

目標

日本語の音声, 文字 (かな, 漢字380字) に習熟し, 日本語能力の基礎となる文法, 語嚢 (1,400

語) を体系的に習得する0

内容

質.量ともに相応の教科書, 補助教材を用い, 「読む」, 「書く」, 「聞く」, 「話す」能力をバラン

ス良く伸ばすための集中的な学習を行う0

日本文化 西 条 前期 .後期 浮田 .多和田 .中川 .深見 .田村

目標

日本文化のさまざまな側面について, より深い知識と理解を得させる。

内容

日本の社会問題, 現代および伝統文化, 日本人の行動様式や思考等に関する講義, 文化施設へ

の見学等0
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日本語日本文化研修プログラム

深　見　兼　孝

広島大学では、昭和60年度より日本語日本文化研修留学生を受け入れているが、昭和62

年度より特別経費の交付を受け、 「日本語日本文化研修プログラム」を開始し、現在に至っ

ている。このプログラムは、日本語研修(「日本語日本事情」で開設されているクラスから

選択)、指導教官のもとでの課題研究、日本文化特別講義・見学プログラムからなる。平成

5年度後期及び平成6年度前期の日本語日本文化特別講義・見学プログラムの概要は、次

の通りである。

なお、研修生は研修の終わりに研修成果をレポートにまとめ、指導教官と留学生センター

に提出することになっている。留学生センターはそれらのレポートをまとめレポート集と

して刊行する。

平成5年度後期

10月29日(金)-30日(土)　　見学　広島市内

11月12日(金)　講義　現代日本の女性問題(IWAD　平田冨美子)

11月19日(金)-20日(土)　　見学　岩国市・宮島

11月26日(金)

12月3日(金)

12月7日(火)

12月17日(金)

1月14日(金)

1月21日(金)

1月28日(金)

2月4日(金)

2月18日(金)

講義見学　西条の歴史(郷土史家　飯田米秋)

映画上映

講義　日本の方言I-概説-(広島文化女子短期大学　高永　茂)

講義　日本の方言II一沖縄方言- (教育学部　町　博光)

講義　日本文学(教育学部　相原和邦)

講義　日本の建築(工学部　鈴木　充)

見学　マツダ

見学　筆作り工場

映画上映

2月24日(木)-26日(土)　　スキー実習

3月7日(月)-9日(水)　　見学実習　日本の陶芸(陶芸家　川原浩二)

平成6年度前期

5月6日(金)

5月20日(金)

1.1'芋ii'i'JS

見学　そごう坂配送センター
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6月5日(日)　　見学　花田植え

7月1日(金)　　見学　尾道市

7月16日(土)-17日(日)　　似島キャンプ

9月9日(金)　　終了式・懇談会

前回に引き続き、実習を取り入れるなどして、前半の比重を重くした。また、映画上映

も試みに行った。次回もこの路線を踏襲するつもりである。
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日本語研修コース

〔修了者〕
第十八期(1994年4月～94年9月) (28人)

多和田　奥一郎

氏 名 ク ラ ス で の
呼 び 名

国 生 年 専 攻 専 門教育

T re y es, R o d olfo S e汀an 0 ト ト フ ィ リ ピ ン 1960 教 育 学 広 島大学

L opez, T inajero M aria N atividad ナ テ ィ メ キ シ コ 1960 教 育 学 〟

F u iita , M ilen a M ie 、 エ -r 7 /L- 1 967 数 学 教 育 〟

B a ta lla ,E ric V in cen t C elestia l エ リ ッ ク フ ィ リ ピ ン 19 62 経 営 学 〟

M an an iara so a , E m ilienn e エ ミ リ エ ン マ ダガ スカ ル 19 64 薬 学 〟

O liveira Junior,Joviniano M artin sIk オ リ ベ イ ラ ブ ラ ジ ル 19 67 歯 学 〟

C h o O o チ .ヨ ー ウ ー ミ ャ ン マ ー 19 59 建 築 工 学 〟

M o h am ad T a h a , M oh d P a uz e パ ウ ジ マ レ ー シ ア 19 60 環 境 工 学 〟

Subyatm oko, R usk y M arsantyo ル ス キ イ ン ドネ シア 196 5 土 木 学 〟

P ra b ow o プ ラ ポ ウ イ ン ドネ シア 196 5 エネルギーシステム 〟

S u m a rn o ス マ ル ノ イ ン ドネ シア 196 4 化 学 工 学 〟

B a k h sh i, A li バ キ シ ア リ イ ラ ン 196 4 海 洋 土 木 〟

N og u era R o d rig u ez, J ua n フ ア ン ス ペ イ ン 1968 通 信 工 学 〟

P o u py rev , Iv a n E vg en iev itc h イ バ ン ロ シア C IS 196 9 コンピューター 〟

R ah m an , K d . Z u lfik a r ズル フ イカル バ ングラデシュ 1964 農 業改 良普及 〟

M ah m ou d , M ag ed S ala h マ フ ム ド エ ジ プ ト 196 0 医 学 〟

J am iy a n , G a nb at ガ ン バ ッ ト モ ン ゴ ル 196 1 経 済 学 山 口大 学

K a ssa , F isih a B ela y カ ツ サ エ チ オ ピ ア 1959 経 営 学 〟

蜘 h 叫 hh軸 Fts m tti即 ポ ヤ ゴ ダ ス リ ラ ン カ 1964 制御システム工学 〟

J am allud in . D a m an h un ダ マ ン フ リ マ レ ー シ ア 196 1 地 質 工 学 〟

P o rtug a l, A rllet M illan es ア ル レ ッ ト フ ィ リ ピ ン 197 1 電 子 計 算 機 〟

F ran co D e Sa, M arcelo G ued es フ ラ ン コ ブ ラ ジ ル 196 7 機 械 工 学 〟

B rom ley -B a汀att, John F ran cis ジ ョ ン イ ギ リ ス 197 1 材 料 工 学 〟

T ra n , D a ng T h a i タ ン ベ ト ナ ム 1959 土 木海 洋工 学 愛 媛大 学

B o aten g , K w a m e O sei タ ア メ ガ ー ナ 1962 情 報 工 学 〟

M in an a sh v ili, M a ria マ リ ア グ ル ジ ア 1969 電 気電 子工 学 〟

K h a n , F arm a n u lla h ノ、 ー ン パ キ ス タ ン 1959 生 物 資 源 学 〟

E rizal エ リ ザ ル イ ン ドネシ ア 196 5 生 物 資 源 学 〟
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第十九期(1994年10月～95年3月) (6人)

氏 名 ク ラ ス で の
呼 び 名 国 生年 専 攻 専門教育

Iga,F ukiko F aireen フ キ コ カ ナ ダ 1967 言 語 学 広島大学

B ordone R enato レ ナ ー ト イ タ リ ア 1963 材 料 工 学 〟

K hairurrijal リ ジ ヤ ル インドネシア 1965 材 料 工 学 〟

M uleya,Janet S ipho ジ ャ ネ ッ ト ザ ン ビ ア 1963 獣 医 学 山口大学

Im az U rrengoechea,Ign acio イ グ ナ チ オ ス ペ イ ン 1969 海洋生物育成芋 高知大学

Y ang,K eun Y oung 梁 根菜) ヤ ン 大 韓 民 国 1960 体 育 生 理 学 〟

日本語研修コース関係講師一覧

第十八期(1994年4月～94年9月)
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日本語研修コース　(第十七期) 1993年度(十月一三月)成果報告

期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

10/ 12 火)
開講式 (li :00)

オリエンテーション01:まトEZ‥0)

10/ 13~ 10/ 15
面接、発音、ひらがな、 10/ 15 健康診断
初歩文型 (午前)

10/ 18~ 10/ 22

10/ 25~ 10/ 29 10/ 30. 31 広島市
10/ 29 代休
(宿泊)アステールプラザ

ll/ 1 - ll/ 5
ll/ 3 (水) 公休 日

ll/ 5 (金) 創立記念日

ll/ 8 - ll/ 12

ll/ 15~ 11/ 19 ll/ 15 (月) 試験(》 ll/ 19. 20 岩国 .宮島

ll/ 22～11/ 26 ll/ 23 (火) 公休 日

ll/ 29- 12/ 3
12/ 2 (木)

「専門用語解説」開始

12/ 6 - 12/ 10 12/ 9 (金) 試験(塾

12/ 13- 12/ 17

12/ 20′-12/ 22

12/ 24~ 1 / 9 冬季休業 (冬休み)

1 / 10~ 1 / 14

1 / 17~ 1 X 21

1 / 24~ 1 / 28 1 / 26 (水) 試験③

1 / 31~ 2 / 4

2 / 7 ~ 2 / ll 2 / 11 金) 公休 日

2 / 14~ 2 / 18 2 / 18 マツダ

2 / 21~ 2 / 25
2 / 22 (火) 試験④
特別講義

2 / 28 特別講義

3 / 1 火) 成果発表、修了式
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日本語研修コース　(第十八期) 1994年度(四月一九月)　成果報告

期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

4 / 13 水)
開講式 (ii : 0 0) (ホストファミリーせつめv> 03 :00

オリエンテーション01 :まトe :c 授業 開始 13 : 30~

4 / 14~ 4 / 15
面 接、 発音 、 ひ らが な、

初 歩文 型

4 / 18~ 4 / 22

4 / 25~ 4 / 29 4 / 29 . 30 広 島市 4 / 2 9 公 休 日

5 / 2 ~ 5 / 6 5 / 3 . 4 . 5 公休 日

5 / 9 ~ 5 / 13
5 / 10 健康 診 断

(午後 )

5 / 16~ 5 / 20 5 / 2 0 金 ) 試 験(彰

5 / 23~ 5 / 27

5 / 30~ 6 / 3 6 / 3 . 4 岩 国 .宮 島
6 / 2

「専 門用 語解 説」開 始

6 / 6 ~ 6 / 10

6 / 13~ 6 / 17

6 / 20~ 6 / 24 6 / 2 0 月) 試 験② 6 / 24 マ ツダ

6 / 27~ 7 / 1

7 / 4 -

7 / ll- - 31 夏 季休 業 (夏休 み) 7 / 16. 17 似 島合宿 (ビ ッグ ジャンボ リー)

9 / l ~ 9 / 2 9 / 2 (金 ) 試験 ③

9 / 5 - 9 / 9

9 / 12- 9 / 16 9 / 15 公休 日

9 / 19 ~ 9 / 23
9 / 21 (水) 試験④

特別 講義 9 / 23 公休 日

9 / 26 ~ 9 / 27 特別講 義

9 / 28 成 果発 表、 修 了式
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日本語研修コース(第十九期) 1994年度(十月一三月)成果報告

期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

10/ 19 水)
開講式 (11 ‥00) 10/ 19 健康診断

オリエンテーション01:卦-e :( 15 :oo~ )

10/ 19~ 10/ 21
面接、発音、ひらがな、
初歩文型

10/ 24~ 10/ 28

10/ 31- ll/ 4 ll/ 4 . 5 広島市
ll/ 3 (木) 公休日

ll/ 5 (土) 創立記念日

ll/ 7 - ll/ ll

ll/ 14- ll/ 18

ll/ 21- ll/ 25
ll/ 21 (月) 試験(D
(10 ‥00~ 12 :20)

ll/ 25. 26 岩国 .宮島 ll/ 23 (水) 公休日

ll/ 28- 12/ 2

12/ 5 ~ 12/ 9
12/ 8 (木)

「専門用語解説」開始

12/ 12~ 12/ 16
12/ 14 (水) 試験②
(10 ‥00~ 14 :30

12/ 19- 12/ 23 12/ 23 (金) 公休日

12/ 26~ 12/ 26

12/ 27~ 1 ~ 4 冬季休業 (冬休み)

l / 5 ~ l / 6

1 / 9 ~ 1 / 13

1 / 16~ 1 / 20
1 / 19 (木) 試験③

d o :oo~ i4 : 30
1 / 20 マツダ 1 / 16 (月) 公休日

1 / 23~ 1 / 27

1 / 30~ 2 / 3

2 / 6 ~ 2 / 10 2 / ll (土) 公休日

2 / 13~ 2 / 17
2 / 17 (金) 試験④

d o : 00~ i2 :20

2 / 20~ 2 / 24 特別講義

2 / 27~ 2 / 28 特別講義

3 / 1 水) 成果発表、修了式
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教員研修留学生コース(1993年10月　蝣1994年9月)

研修プログラム

I.研修プログラム概要

A　教育学

1)教育学、心理学、教科教育学に関する英語による講義演習。 (一年)

2 )授業参観、特別活動見学をはじめ、その他各種の教育施設、社会教育施設の見学。

i-m

3)課題研究-指導教官の下で、各自の研修テーマを研修。 (一年半)

B　日本文化、日本事情(一年)

1)日本文化、社会に関する多方面からの英語による講義、実習

2 )文化活動に参加、各種文化施設の見学。

C　日本語教育

1)日本語特講(初級～中級レベル)。 (6カ月)

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス。 (学生の能力、必要に応じて)

D　研修論文およびアブストラクトの作成

II.研修プログラム内容

A　教育学

1)講義・演習

1993/ll/18 (木)

1993/12/9 (木)

1994/2/8 (火)

1994/ 2/17 (木)

2)学校・教育施設見学

1993/ll/15　月)

1993/ll/26　金)

1993/12/3　金)

1994/12/10　金)

「日本の初等・中等教育」教育学部助教授　安原　義仁

「各国の教育事情」教育学部助教授　二宮　暗

「日本の教員養成」教育学部教授　吉田　正晴

「日本の高等教育」留学生センター助教授　田畑　佳則

広島大学附属幼稚園

広島大学附属小学校・広島市立中央図書館

広島大学附属中・高等学校

広島市教育センター
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1994/2/4 (金)

1994/2/7 (月)

1994/5/13　金)

1994/5/26 (木)

1994/7/1 (金)

1994/7/8　金)

B　日本文化・日本事情

1)講義・演習

今期は開設せず。

2)見学

1993/ll/19

1994/ 2/4

1994/ 2 /18

1994/ 3/2

尾道商業高等学校

東広島市中央公民館

広島市立広島養護学校

呉工業高等専門学校

広島朝鮮中・高級学校

広島YMCA学園

(金)-ll/20 (土)　　岩国・宮島見学旅行

(金)-2/5 (土)　　尾道市

(金)　　マツダ

(水)-3/3 (木)　　福山旅行

C日本語教育

1)日本語特講(1993年10月　-1994年2月。週平均30時間)

9 : 4 5 - 10 : 3 0 io : 5 0ー12 ‥20 13 : 10 - 14 : 4 0 15 : 00 - 16 : 30

月 田 村 深 見 中川 (C A I) 浮 田

蝣X 多和田 渡 部 鴨瀬 (ビデオ) 渡 部

* 多和田 多和田 下村 (ビデオ) 大 槻

木 深 見 大 槻 鳴瀬 (CA I 縫 部

金 浮 田 浮田 . 多和田 . 中川 . 深見 . 田村

日本語講師

多和田　真一郎
-　,.,.,

中　川　正　弘

深　見　兼　孝

田　村　泰　男

1I'll- i:.j　長:こそ

広島大学留学生センター教授

広島大学留学生センター教授

広島大学留学生センター講師

広島大学留学生センター講師

広島大学留学生センター講師

広島大学教育学部助教授
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鴨　瀬　昌　幸

大　手:-!] ill.:千

下　村　真理子

良.蝣蝣.-;; ,s '・⊥

広島大学留学生センター非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス(1994年4月　-1995年3月。能力と必要

に応じて選択)

D　その他

1993/10/30 (土)-10/31 (日)グローバル・フレンドシップ・セミナー

(広島市)

1994/2/22 (火)-2/24 (木)研修旅行(京都・奈良)

1994/ 7/16 (土)- 7/17 (日)青少年との国際交流"BIGJAMBOREE"

(広島市似島臨界少年自然の家)
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